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1. 国として実証の場を構築する場合に必要な事項 

1.現実感，規模感 
 ・まず，対象とするべき工場，生産ﾗｲﾝは 現在稼働している工場とする。ﾌｪｰｽﾞは製造。 
    理由：新工場は，容易い上，日本のものづくりで問題となるのは現工場故 
 ・現実感としては，工場・ﾗｲﾝの利益が把握しやすい製品 
 ・規模感としては，一般機械のような対象が良いかと思います。ただし，幾つかの部品が 
  組み立てられひとつの製品になる対象が良いかと。ﾌﾟﾗﾝﾄ等は最初は不向き。 
 
2.実証ﾌﾟﾛｾｽ 
 全体を何で管理するかがﾎﾟｲﾝﾄ，利益が最も良いが，ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑになる場合もあるかと 
 (1)利益目標からﾌﾟﾛｾｽ毎に目標原価を設定する。 
 (2)理想的な製造ﾌﾟﾛｾｽを設定し，それに向けた整流化を行う。 
  ①VSM(Value Stream Map)の構築，ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝMapの構築 
  ②作業分析と問題提起 
  ③製造課題の解決 (革新的製造技術の入れ込み) 
  ④改善後の生産ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 
 (3)ｲﾝﾌﾟﾛｾｽ生産管理 
  ①ｽｹｼﾞｭｰﾗ         ②IT監視         ③ｱｼﾞｬｲﾙ生産ｼｽﾃﾑの構築 等 
 
3.必要な技術 
  ・生産ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ，ｾﾝｻ技術 等 
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2.実証の場で検証すべきｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ競争を発揮可能な差別化技術 

 ｼｽﾃﾑ技術については前述の項目となりますので，製造を変える革新技術という 

捉え方で回答致します。特に「革新的な生産技術の開発」と関連づけて述べます。 

 

1.三次元積層製造技術に関して 

 ・ﾊｰﾄﾞ開発ではなく，使うためのｿﾌﾄ開発こそ重要。具体的にはだれでも使える，ｻﾎﾟｰﾄ 

  最小化方法，施工条件設定手法。 

 ・ｾﾗﾐｯｸ，複合材の直接成形手法の開発も重要かと思います。 

2.高輝度・高効率次世代ﾚｰｻﾞ技術開発に関して 

 ・日本のものづくりでまず，材料として何を対象としたﾚｰｻﾞ技術を開発することが必要か 

  を明確にすることが望まれます。 

 ・次に，その加工ﾌﾟﾛｾｽのｼﾐｭﾚｰｼｮﾝから，どのような波長，ﾊﾞﾙｽ幅，周波数のﾚｰｻﾞが 

  必要なのかを明らかにする必要があります。 

 ・その後，その条件に合ったﾚｰｻﾞを開発することになります。 

3.ﾛﾎﾞｯﾄ活用型市場化適用技術に関して 

 ・これはものづくりと関連すると考えると 人支援型ﾛﾎﾞｯﾄ の開発が望まれます。 

4.他に開発すべきと考えている技術 

 ・低ｺｽﾄ複合材製造技術 

 ・3DVR,MR 等のものづくり支援技術 添付のような装置で安価で複数人が同時空間で 

  検証できる技術があるとものづくりでの手戻りが無くなります。(添付Cave参照方) 
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CAVE2 
・ｲﾘﾉｲ大（米国ｲﾘﾉｲ州ｼｶｺﾞ）Electronic Visualization Laboratoryで1991年のCAVEに続き発明されたもの。 

・Mechdyne社（米国ｱｲｵﾜ州ﾏｰｼｬﾙﾀｳﾝ）は、ｲﾘﾉｲ大から唯一ﾗｲｾﾝｽされた、CAVE2のｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾀｰ。 

 顧客は、大手の航空宇宙・防衛ﾒｰｶなど。 

・仕様：ﾊﾟﾉﾗﾏﾃﾞｻﾞｲﾝ320度、表示面480平方ﾌｨｰﾄ（60ﾌｨｰﾄ×8ﾌｨｰﾄ）、 

     72ｲﾝﾁのほぼｼｰﾑﾚｽでﾊﾟｯｼﾌﾞ・ｽﾃﾚｵではなく軸外最適化された3D液晶ﾊﾟﾈﾙ、 

     ｽｹｰﾗﾌﾞﾙな高性能なｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ｸﾗｽﾀ、20.1ｻﾗｳﾝﾄﾞｻｳﾝﾄﾞｵｰﾃﾞｨｵｼｽﾃﾑ、ｶﾒﾗ10台の光学追跡ｼｽﾃﾑ、 

     超高品質解像度0.029inch/pixel、20/20ﾋﾞｼﾞｮﾝ（標準視力）に適した水平視力、深さ4ｲﾝﾁの極浅 

・価格：ﾓﾅｯｼｭ大仕様で$1.8M～$2M（約2.2～2.4億円）、建設費やｿﾌﾄ改良費などは除いた費用 

     
 

参考資料 CAVE2 
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